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１ 開催日時  令和７年３月11日(火)  

  開会 13時30分 閉会 15時40分 

 

２ 開催場所  プラザおおるり ３階 大会議室 

 

３ 出席委員  農業委員 17名 

２ 今村 晴喜  ４ 岩本 剛久  ５ 後藤 直   ６ 櫻井 和也 

７ 澤本 𠮷廣  ８ 柴田 重雄  ９ 柴野 佳代子 10 鈴木 聡  

11 鈴木 芳信  12 仲山 和彦  13 原田 勝司  14 増本 努 

15 森下 孝之  16 守谷 能精  17 八木 純子  18 森 孝雄 

19 山下 忍 

 

        農地利用最適化推進委員 12名 

１ 萩原 憲一  ２ 山田 静雄  ３ 柴田 忠志  ４ 成岡 義人 

５ 増田 幸雄  ６ 塚本 澄雄  ７ 石澤 宏俊  ８ 増田 尚士 

９ 杉本 芳樹  10 土屋 聡   12 滝山 栄治  13 小玉 吉孝 

 

４ 欠席委員  ４名  農業委員 ２名 

             １ 池ヶ谷 明生 ３ 井村 浩幸   

農地利用最適化推進委員 ２名 

 11 平井 晃芳  14 松下 宣良 

 

５ 議事日程   

日程 第１ 議事録署名人の指名 

 

日程 第２ 報告 第41号 農地法第３条の３第１項の届出について 

第42号 農地法第18条第６項の通知について 

第43号 農地転用の届出について 

第44号 農業用施設証明願について 

      

日程 第３ 議案 第69号 農地法第３条(所有権の移転)について 

         第70号 転用許可後の事業計画変更について 

         第71号 農地法第４条について 

第72号 農地法第５条について 

第73号 非農地証明願について 

第74号 非農地の判断について 

第75号 農用地利用集積計画について 

第76号 農用地利用集積等促進計画案の意見聴取に対する回答について 

 

６ 農業委員会事務局職員  事務局長    山本 敏幸 

係   長    薗田 展之 

              主   査    大塚 早矢佳 

              主   事    山嵜 智代 

              主   事    石原 裕之 

              会計年度任用職員 鈴木 斉 
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７ 会議の概要 

○議長（山下 忍） それでは、ただいまから令和７年島田市農業委員会３月総会を開催します。 

総会の開催にあたり、委員の出席状況を報告いたします。農業委員１番の池ヶ谷明生委員、３番の

井村浩幸委員、農地利用最適化推進委員11番の平井晃芳委員、14番の松下宣良委員から欠席の届出が

ありました。 

本日の出席者は 農業委員17名、推進委員12名です。出席委員が定数に達しておりますので、これよ

り本日の総会を議事日程により進めていきたいと思います。 

 

○議長（山下 忍） 本日の総会の議事日程につきまして、事務局から説明を求めます。 

 

○事務局（薗田係長） （議事日程を朗読） 

 

〔日程第１ 議事録署名人の指名〕 

○議長（山下 忍） それでは本日の議事録署名人を決めたいと思います。私から指名させていただ

くことでご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） それでは、議事録署名人は、４番の岩本剛久委員と６番櫻井和也委員にお願い

いたします。 

次に会議書記の指名を行います。本日の会議書記には、農業委員会事務局職員の薗田係長を指名い

たします。 

 

〔日程第２ 報告〕 

○議長（山下 忍） それでは、報告第41号「農地法第３条の３第１項の届出」について、17件を報

告いたします。事務局の説明を求めます。 

 

（報告第41号 農地法第３条の３第１項の届出について） 

○事務局（薗田係長） まず１ページです。 

 報告第41号 農地法第３条の３第１項の届出について 

 下記のとおり農地の権利取得の届出があったので報告する。 

 令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 件数は、17件です。 

 担当から説明します。 

 

○事務局（大塚主査） ２ページから５ページをご覧ください。 

報告第41号につきまして、別紙のとおり17件の届出がありました。 

これらの内容ですが、取得の理由は、４番、17番は時効取得、その他は相続によるものです。 

あっせんの希望がある案件は２番、10番、13番、15番の４件です。 

管理方法に記載してあります「荒廃農地」については適切な管理を、「転用許可済地」や「無断転用」

については、速やかに登記地目の変更を行うよう指導します。 

また、あっせんの希望がある所有者には意向を確認し、調整を行います。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見ご質問がありましたら

お願いします。 
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○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご意見がないようでございますので、報告第41号 農地法第３条の３第１項の

届出、18件につきましては、届出の提出どおり報告いたします。 

 

○議長（山下 忍） それでは、報告第42号「農地法第18条第６項の通知」について、６件を報告い

たします。事務局の説明を求めます。 

 

（報告第42号 農地法第18条第６項の通知について） 

○事務局（薗田係長） 次は６ページです。 

 報告第42号 農地法第18条第６項の通知について 

 下記のとおり賃貸借の合意解約の通知があったので報告する。 

 令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 件数は、６件です。 

 担当から説明します。 

 

○事務局（大塚主査） ７ページをご覧ください。 

報告第42号につきまして、別紙のとおり６件の届出がありました。 

賃貸人、賃借人及び土地の所在等については記載のとおりです。 

１番と２番は、借人からの申し出（耕作不便）に伴う解約です。 

３番は、借人からの申し出（労力不足）に伴う解約です。 

４～６番は、２月総会で上程いたしました営農型太陽光発電施設設置に伴う解約です。 

すべて離作補償はなく、基盤法による解約です。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見ご質問がありましたら

お願いします。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご意見もないようでございますので、報告第42号 農地法第18条第６項の通知

について、６件につきましては、届出の提出どおり報告いたします。 

 

○議長（山下 忍） それでは、報告第43号「農地転用の届出」について、２件を報告いたします。

事務局の説明を求めます。 

 

（報告第43号 農地転用の届出について） 

○事務局（薗田係長） 次は９ページです。 

 報告第43号 農地転用の届出について 

 下記のとおり農地法第５条第１項ただし書きに該当する農地転用の届出があったので報告する。 

 令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 件数は、２件です。 

 担当から説明します。 

 

○事務局（山嵜主事） 

公共事業に伴う農地転用の届出について、２件の届け出がありましたので説明します。 

１番案件、及び２番案件は関連があります。資料の10ページをご覧下さい。 
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賃借人は、どちらも島田市（内陸フロンティア推進課）、賃貸人は、１番案件は牛尾の○○○○さん

外３名、２番案件は牛尾の○○○○さんです。 

申請地は、１番案件は牛尾の田５筆、合計面積8,189㎡の内658㎡、２番案件は1,760㎡の内435㎡で

す。 

場所は新東名高速道路島田金谷ICから東北東へ約330ｍに位置し、準工業地域に属する第３種農地

です。 

転用理由は、どちらもふじのくにフロンティア推進区域整備事業の一環である、排水路整備工事に

伴う工事用仮設道路の設置（一時転用）です。令和６年12月総会にて一度報告させていただいており

ますが、転用期間がひと月延長となったことにより、再度届出となりました。 

転用期間は令和６年12月16日から令和７年４月30日の予定です。 

農地転用の届出につきましては以上です。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見ご質問がありましたら

お願いします。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご意見もないようでございますので、報告第43号 農地転用の届出について、

２件につきましては、届出の提出どおり報告いたします。 

 

○議長（山下 忍） それでは、報告第44号「農業用施設証明願」について、１件を報告いたします。

事務局の説明を求めます。 

 

（報告第44号 農業用施設証明願について） 

○事務局（薗田係長） 次は11ページです。 

 報告第44号 農業用施設証明願について 

 農地法第４条第１項第８号及び同法施行規則第32条第１項に定める農業施設について、次のとおり

証明願いがあったので報告する。 

 令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 件数は、１件です。 

 担当から説明します。 

 

○事務局（山嵜主事）  

農業用施設証明願について、１件の届け出がありましたので説明します。資料の12ページをご覧下

さい。 

申請者は相賀の○○○○さん、申請地は相賀の田436㎡の内98㎡です。目的は農用物置で、令和４年

７月総会にて一度報告をさせていただいておりますが、今回設置する倉庫の大きさが当初の計画より

も大きくなったため、再度届出がありました。 

場所は旧相賀小学校から南南西に約840ｍに位置しています。 

事務局で現地確認を行い、特に問題ないものと思われます。 

農業用施設証明願につきましては以上です。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見ご質問がありましたら

お願いします。 

 

○出席委員 （質疑なし） 
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○議長（山下 忍） ご意見もないようでございますので、報告第44号 農業用施設証明願について、

１件につきましては、届出の提出どおり報告いたします。 

 

〔日程第３ 議案〕 

○議長（山下 忍） ここから、議案の審議となります。 

議案第69号 農地法第３条(所有権の移転)について、１件を上程いたします。事務局の説明を求め

ます。 

 

（議案第69号 農地法第３条（所有権の移転）について） 

○事務局（薗田係長） それでは、13ページをご覧ください。 

議案第69号 農地法第３条（所有権の移転）について 

下記のとおり所有権の移転の申請があったので、許可するものとする。 

令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 件数は、１件です。 

 担当から説明します。 

  

○事務局（大塚主査） 14ページを覧ください。 

１番 受贈人は、湯日の農業○○○○さん、持ち分２分の１、同じく湯日の農業○○○○さん、持

ち分２分の１で、耕作面積23,165.00㎡、耕作従事日数は両人共に250日です。 

贈与人は、千葉県野田市の無職○○○○さんです。 

申請地は湯日の農地７筆、合計面積は9,988.00㎡、区分は贈与です。 

贈与人は、遠方に居住しており、耕作が困難であるため、譲り渡したく、受贈人は、贈与人の希望

を受け、申請に及んだものです。 

場所は、吹木茶農業協同組合より西に約15ｍから北西に約150ｍ内に位置しています。 

補足説明を初倉地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（増田 尚士） 地区委員にて現地を確認しました。兄から弟への贈与となります。受贈人は

40年近く申請地を耕作しており、適切に管理しております。特に問題はないと思います。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。本件につきまして、ご意見ご質問がありましたらお願い

します。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） 採決いたします。 

議案第69号 農地法第３条（所有権の移転）について、許可することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍）委員全員の賛成をいただきました。よって、本件につきましては、申請書の提出

どおり許可することにいたします。 

 

○議長（山下 忍） 次に議案第70号 転用許可後の事業計画変更について上程いたします。事務局

の説明を求めます。 
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（議案第70号 転用許可後の事業計画変更について） 

○事務局（薗田係長） それでは、15ページをご覧下さい。 

議案第70号 転用許可後の事業計画変更について 

下記のとおり事業計画の変更承認申請があったので、承認するものとする。 

令和７年３月11日提出  島田市農業委員会会長 山下 忍 

件数は１件です。 

担当から説明します。 

 

○事務局（山嵜主事） 

転用許可後の事業計画変更１件について説明します。 

１番案件は、５条の５番案件とも関連がありますが、５条の内容については後程説明いたします。 

資料の16ページ、現地調査資料の１ページから４ページをご覧ください。 

当初計画人は焼津市の不動産業○○○○株式会社で、変更後計画人は浜松市の建設業○○○○株式

会社です。 

申請地は、岸町の田、現況：田１筆、355㎡、当初の計画は特定建築条件付売買予定地としての住宅

用地で、計画変更後の計画は建売住宅です。 

場所は、島田工業高等学校から北東へ約620m に位置し、街区内の宅地化率が40%以上であるため、

農地区分は第３種農地になります。 

変更理由といたしましては、当初計画人は、特定建築条件付売買予定地を計画していたましたが、

建築資材の高騰により建築費が上昇しており、注文住宅よりも安価な建売住宅の購入希望者が増加し

ております。 

当初計画人は、主に建売住宅の販売を行っている変更後計画人から、当該申請地を建売住宅として

販売したいという要請を受け、それに応えるために申請に及びました。 

許可基準に基づく検討状況としては、変更前の計画と利用区画・面積共に変更はなく、変更後計画

人の資金計画についても問題はないため、計画変更もやむを得ないと考えます。 

補足説明を六合地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（森 孝雄） ３月６日、地区委員４名にて現地を確認しました。本件はすでに造成工事が始

まっており、当初の計画と比較しても道路や排水ともに変更はありませんので、問題はないと思いま

す。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。本件につきまして、ご意見ご質問がありましたらお願い

します。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご質問もないようでございますので採決いたします。 

議案第70号 転用許可後の事業計画変更について、承認することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 委員全員の賛成をいただきました。よって、本件につきましては、申請書の提

出どおり承認することにいたします。 

 

○議長（山下 忍） 次に、議案第71号 農地法第４条について、３件を上程いたします。事務局の

説明を求めます。 
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（議案第71号 農地法第４条について） 

○事務局（薗田係長） それでは、17ページをご覧ください。 

議案第71号 農地法第４条について 

下記のとおり許可申請書の提出があったので、許可するものとする。 

令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下忍 

件数は、３件です。 

それでは担当から説明します。 

 

○事務局（山嵜主事） 

１番案件、資料の18ページ、現地調査資料の５ページから８ページをご覧ください。 

申請人は、大代の農業○○○○さんです。 

申請地は、大代の畑、現況：畑の６筆、合計面積545㎡で、転用目的は自己住宅です。 

場所は、大井川鉄道門出駅から西へ約1,700ｍに位置し、令和６年３月に農用地区域から除外され、

現在は第１種・第２種・第３種農地に該当しない農地であるため、農地区分は第２種農地（その他）

となっております。代替地の検討もされております。 

申請理由としては、現在の自宅が急傾斜地崩壊警戒区域に含まれており、過去の台風の際には、山

から大量の水や土が流れてきたため、公民館に避難したこともありました。 

申請者が高齢のため迅速な非難が困難であり、住宅を移転するために申請となりました。 

また、同居の孫が建設業を経営しており、住宅敷地の一部を大型車両用駐車場と資材置場として使

用します。 

計画としては、建築面積109.3㎡の木造二階建住宅１棟、普通車用駐車場６台分及び130㎡の大型車

両用駐車場、資材置場を設置する計画です。 

進入は南側の県道から、排水も南側道路側溝へ流す計画です。 

許可基準に基づく検討状況としては、隣接する農地はありますが営農に支障はなく、申請人の資金

計画についても問題はないため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明を五和地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（八木 純子） ３月５日、山下会長と後藤委員、平井推進委員と申請人の息子夫妻、行政書

士の立会いの下、現地を確認しました。申請地の隣接には申請人のビニールハウスがありますが、耕

作に影響はなく、排水においても問題ありません。 

 

○事務局（山嵜主事） 

 ２番案件、資料の18ページ、現地調査資料の９ページから12ページをご覧ください。 

申請人は、河原二丁目の無職○○○○さんです。 

申請地は、河原二丁目の田、現況：畑の２筆、合計面積880㎡、転用目的は賃駐車場です。 

場所は、島田市博物館から北東へ約240ｍに位置し、第一種住居地域に属する第３種農地です。 

申請理由としては、申請地の近隣には駐車場敷地を十分に確保できない寺社や住民が多く、かねて

より駐車場の潜在的な需要がありました。 

申請者自身も後継者の不在により農地の維持が困難になりつつあることに加え、賃料収入を生活資

金に充当したいとの考えから、今回申請に及びました。 

計画としては、車19台分の駐車場として整備する予定です。進入は南側の市道から、雨水は砕石舗

装のため自然浸透の計画です。 

許可基準に基づく検討状況としては、隣接する農地はありますが営農に影響はなく、申請者の資金

計画についても問題がないため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明を旧市・大津地区の委員の方からお願いいたします。 
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○委員（鈴木 芳信） ３月７日、地区委員４名と現地を確認しました。申請地の隣接に一部農地が

残るものの、耕作に影響はなく、周辺にも影響はありません。問題ないと思います。 

 

○事務局（山嵜主事） 

 ３番案件、資料の18ページ、現地調査資料の13ページから16ページをご覧ください。 

申請人は、道悦島の農業兼会社員○○○○さんです。 

申請地は、道悦島の畑、現況：畑の１筆、84㎡、転用目的は野天作業所及び駐車場です。無断転用

の是正であるため、始末書が提出されております。 

場所は、六合中学校から南南東へ約670ｍに位置し、準工業地域に属する第３種農地です。 

申請理由としては、申請者は現在、当該申請地に近接する場所で生活しております。かねてから、

農業繁忙期の収穫物の仕分け場や農業用車両の整備・洗車のための場所が不足しており、これまで、

当該申請地を駐車場も兼ねた作業所として使用していました。今回、現在の利用状況に地目を変更す

るために、転用の申請となりました。 

計画としては、引き続き車２台分の駐車場及び野天作業所として使用する予定です。 

進入は西側の市道から、雨水は西側道路側溝へ流しています。 

申請地の面積が100㎡以下であるため、事務局で現地を確認したところ、隣接する農地はなく、無断

転用の是正でもあるため、許可基準に基づく検討状況としては、許可するにやむを得ないと考えます。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。ご意見ご質問がありましたらお願いします。 

 

○委員（森 孝雄） ２番案件について、周囲は宅地化が進んでおり19台収容できる駐車場の整備と

なると騒音やライトの照射によって苦情があると思われますが、近隣住民への説明はされているので

しょうか。 

 

○事務局（山嵜主事） 近隣住民へ説明をされた上で申請をされていれば丁寧でいいことと思います

が、農林水産省から農地転用事務処理の迅速化及び簡素化等についての通知がなされ、添付義務のな

い隣接者や自治会長等の同意書を求めることは申請者に過度の負担となることから止めるようにと通

知されています。 

 

○委員（柴野 佳代子） ２番案件について、強制はできないにしても、お願いすることはいいので

しょうか。 

 

○事務局（山嵜主事） 説明がされていないからと言って、不許可の要因にはできません。 

 

○議長（山下 忍） ほかにご質問もないようでございますので採決いたします。議案第71号 農地

法第４条について、許可することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 全員の賛成をいただきました。よって、議案第71号 農地法第４条については、

申請書の提出どおり許可することにいたします。 

 

○議長（山下 忍） 次に、議案第72号 農地法第５条について、７件を上程いたします。事務局の

説明を求めます。 
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（議案第72号 農地法第５条について） 

○事務局（薗田係長） それでは、19ページをご覧ください。 

議案第72号 農地法第５条について 

 下記のとおり許可申請書の提出があったので、許可するものとする。 

令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下忍 

 件数は、７件です。 

それでは担当から説明します。 

 

○事務局（山嵜主事） 

 １番案件、資料の20ページ、現地調査資料の17ページから20ページをご覧ください。 

譲受人は焼津市の不動産業○○○○株式会社で、譲渡人は旭三丁目の農業○○○○さんです。 

申請地は、旭三丁目の田、現況：田１筆、753㎡、転用目的は宅地分譲です。 

場所は、島田第五小学校から南西に約620mに位置し、準住居地域及び準工業地域に属する、第３種農

地です。 

申請理由としては、譲受人は申請地を分譲地とすることで世帯の細分化に伴う住宅敷地不足の解消

に貢献するため、譲渡人は今後当該申請地の耕作が困難になるため、譲受人の申し出を受けることと

なり、今回申請に及びました。 

計画としては、区画面積205.5～206.5㎡の住宅用地４区画及び進入路を整備します。 

進入は、１～３区画は西側の市道から、４区画は西側市道から新たに整備する進入路を通って入り、

排水については、西側の道路側溝へ排水する計画です。 

許可基準に基づく検討状況としては、隣接する農地はありますが営農に支障はなく、譲受人の資金

計画についても問題はないため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明を旧市・大津地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（萩原 憲一） ３月７日、地区委員４名にて現地を確認しました。昨年まで耕作していまし

たが、機械が壊れて耕作できなくなったということもあり、申請に至りました。排水等にもんだいは

なく、周辺は宅地化が進んでいることから問題はありません。 

 

○事務局（山嵜主事） 

２番案件、資料の20ページ、現地調査資料の21ページから24ページをご覧ください。 

譲受人は、藤枝市の不動産業株式会社○○○○で、譲渡人は旭三丁目の公務員○○○○さんです。 

申請地は、旭三丁目の田、現況：田１筆、761㎡、転用目的は宅地分譲です。 

島田第五小学校から南西に約580mに位置し、準住居地域に属する、第３種農地です。 

申請理由としては、譲受人は藤枝市界隈において住宅地の販売を行っておりますが、一般客層によ

る住宅購入の希望に応じるため、当該申請地を住宅敷地として販売したく、譲渡人の同意を得て申請

となりました。 

計画としては、区画面積148～162㎡の住宅用地４区画及び進入路を整備します。 

進入は１区画については東側の市道から、２・３区画は南側の市道から、４区画については、南側

市道から新たに設置する進入路を通って入ります。排水は、１区画については東側の既存の排水管か

ら道路側溝へ流し、２～４区画は南側の道路側溝に流す計画です。 

許可基準に基づく検討状況としては、隣接する農地はありますが営農に支障はなく、譲受人の資金

計画についても問題はないため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明を旧市・大津地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（萩原 憲一） ３月７日、地区委員４名にて現地を確認しました。申請地は一昨年まで貸し

て耕作していましたが、返却されて以降は不耕作で雑草が繁茂していた状態です。周辺は宅地化が進
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んでいることから問題はありません。 

 

○事務局（山嵜主事） 

３番案件、資料の20ページ、現地調査資料の25ページから28ページをご覧ください。 

譲受人は、御仮屋町の土木・建築工事業・不動産取引業株式会社○○○○、譲渡人は井口の無職○

○○○さんです。 

申請地は井口の田、現況：田２筆、合計面積2,235㎡で、転用目的は特定建築条件付売買予定地とし

ての住宅用地です。令和６年11月19日に土地利用承認が下りています。 

場所は初倉中学校から南へ約360ｍに位置し、街区内の宅地化率が40%以上であるため、農地区分は

第３種農地になります。 

申請理由としては、譲受人は今回、特定建築条件付売買予定地の造成及び販売を計画していたとこ

ろ、売却を考えいていた譲渡人の同意を得て今回申請に及びました。 

計画としては、区画面積201.819～219.969㎡の住宅用地９区画及び進入路を整備します。 

進入については、東側または南側の市道から、新たに設置する進入路を通って入り、排水について

は、新たに設置する道路側溝から、最終的には南側の既存の道路側溝へ流す計画です。 

全ての用地販売完了予定は令和13年４月、建売住宅の建設完了予定は令和14年４月を予定していま

す。 

許可基準に基づく検討状況としては、隣接する農地はありますが営農に支障はなく、譲受人の資金

計画についても問題はないため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明を初倉地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（岩本 剛久） ３月８日、地区委員３名にて現地を確認しました。排水による周辺農地への

影響はなく、問題ありません。 

 

○事務局（山嵜主事） 

４番案件、資料の21ページ、現地調査資料は戻りますが、１ページから４ページをご覧ください。 

先ほど承認を得た計画変更１番案件と関連があります。 

譲受人は、浜松市の建設業○○○○株式会社で、譲渡人は焼津市の不動産業○○○○株式会社です。 

場所及び申請理由につきましては、先ほど計画変更１番案件で説明したとおりです。 

計画としては、区画面積162.17㎡、192.83㎡の２区画に、建築面積62.1㎡の二階建住宅２棟、駐車

場は各区画３台ずつ整備します。 

進入につきましては、北側区画については北側の市道から、南側区画については南側の市道から進

入する計画です。また、排水につきましては、どちらも南側の道路側溝へ流す計画です。 

許可基準に基づく検討状況としては、隣接する農地はありますが営農に影響はなく、譲受人の資金

計画についても問題はないため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明がある場合は、六合地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（森 孝雄） 補足説明はありません。 

 

○事務局（山嵜主事） 

 ５番案件、資料の21ページ、現地調査資料の33ページから36ページをご覧ください。 

使用借人は道悦五丁目の○○○○、使用貸人は静岡市清水区の無職○○○○です。 

申請地は、道悦五丁目の田、現況：雑種地１筆、67㎡で、転用目的は町内会防災倉庫置場です。無断

転用の是正であるため、始末書が提出されております。 

場所は、六合小学校から北西へ約200ｍに位置し、第二種中高層住居専用地域に属する第３種農地で

す。 
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転用理由としては、使用貸人の亡き父が、当時の町内会役員との間で防災倉庫の設置について口頭

により了承したため、倉庫を設置し、これまで荷物の積み下ろし等の作業場としても利用してきまし

た。 

今回、使用貸人の了承を得て、現在の利用状況に地目を変更するために、転用の申請となりました。 

計画としては、現状のまま倉庫２棟及び作業場として利用していく計画です。使用貸人所有の倉庫

も１棟設置されております。 

進入は北側の公衆用道路から、雨水は砕石舗装のため自然浸透の計画です。 

申請地の面積が100㎡以下であるため、事務局で現地を確認したところ、隣接する農地はありますが

営農に支障はなく、無断転用の是正でもあるため、許可基準に基づく検討状況としては、許可するに

やむを得ないと考えます。 

 

○事務局（山嵜主事） 

 ６番案件、資料の21ページ、現地調査資料の37ページから40ページをご覧ください。 

譲受人は静岡市葵区の会社員○○○○さん、譲渡人は被相続人○○○○さんの相続財産清算人、弁

護士の○○○○さんです。 

申請地は、向島町の田、現況：宅地１筆、69㎡及び、登記地目畑、現況：雑種地36㎡で、転用目的

は駐輪場です。無断転用の是正であるため、始末書の提出があります。 

場所は、島田第二小学校から南西に約470mに位置し、第一種住居地域に属する、第３種農地です。 

計画としては、現状のまま、隣接する塾の生徒のための駐輪場約10台分として使用します。進入は

北側の公衆用道路から、雨水は砕石舗装のため自然浸透の計画です。 

許可基準に基づく検討状況は、隣接する農地はありますが営農に支障はなく、無断転用の是正でも

あるため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明を旧市・大津地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（鈴木 芳信） ３月７日、地区委員４名にて現地を確認しました。申請地の周辺には農地は

なく、問題ないと思います。 

 

○議長（山下 忍） １番案件から６番案件の説明が終わりました。ご意見ご質問がありましたらお

願いします。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） 採決いたします。議案第72号 農地法第５条について、１番案件から６番案件

について、許可することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 委員全員の賛成をいただきました。よって、１番案件から６番案件につきまし

ては、申請書の提出どおり許可することにいたします。 

 

○議長（山下 忍） 続きまして、７番案件の説明を事務局からお願いします。なお、関係委員につ

きましては、退席をお願いします。 

 

○事務局（山嵜主事） 

 ７番案件、資料の21ページ、現地調査資料の41ページから44ページをご覧ください。 

譲受人は藤枝市の不動産取引業株式会社○○○○で、譲渡人は船木の農業○○○○さんです。 
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申請地は、船木の田、現況、田１筆、721㎡及び、登記地目宅地、現況、田１筆、299.33㎡の内89.03

㎡で、転用目的は特定建築条件付売買予定地としての住宅用地です。 

場所は、初倉南小学校から北西に約540m に位置し街区内の宅地化率が40%以上であるため、農地区

分は第３種農地になります。 

申請理由は、当該申請地は環境・交通の便等の利便性が高いため、住宅敷地として販売したく、申

請に及びました。 

計画としては、区画面積231.43～287.64㎡の住宅用地３区画を整備します。 

進入は東側または南側の市道から、排水も東側または南側の道路側溝に流す計画です。 

全ての用地販売完了予定は令和12年３月、建売住宅の建設完了予定は令和12年10月を予定していま

す。 

許可基準に基づく検討状況は、隣接する農地はありますが営農に支障はなく、譲受人の資金計画に

ついても問題はないため、許可するにやむを得ないと考えます。 

補足説明を初倉地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（岩本 剛久） ３月８日、地区委員３名にて現地を確認しました。隣接する農地は譲渡人の

農地のみであり、排水による影響もないため、問題はありません。 

 

○議長（山下 忍） ７番案件の説明が終わりました。ご意見ご質問がありましたらお願いします。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） 採決いたします。議案第72号 農地法第５条について、７番案件について、許

可することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 関係委員を除く、委員全員の賛成をいただきました。よって、議案第72号 農

地法第５条について、の７番案件につきましては、申請書の提出どおり許可することにいたします。 

 

○議長（山下 忍） 次に議案第73号 非農地証明願について上程いたします。事務局の説明を求め

ます。 

 

（議案第73号 非農地証明願について） 

○事務局（薗田係長） 22ページをご覧下さい。 

議案第73号 非農地証明願について 

下記のとおり非農地証明願が提出されたので、これを証明するものとする。 

令和７年３月11日提出  島田市農業委員会会長 山下 忍 

件数は１件です。 

担当から説明します。 

 

○事務局（山嵜主事） 

非農地証明願１件について説明します。資料の23ページ及び別添現地調査（非農地証明）１ページ

から４ページを併せてご覧ください。 

申請者は南一丁目の○○○○さんです。申請地は南一丁目の田、現状：宅地１筆、145㎡です。場所

はＪＲ島田駅から東に約370mに位置しています。 

申請理由としては、昭和52年頃に申請者の両親が当該申請地に曳家を実施し、以降住宅の一部とな
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っており、申請者は宅地であると思っていたところ、相続により登記地目が農地であると判明したた

めです。本申請に伴い、10年以上農地でないことの第３者からの証明があります。 

すでに当該申請地には申請者の住宅があり、農地としての復元が困難であるため、非農地とする条

件に該当することから、やむを得ないと考えるものです。 

 補足説明を旧市・大津地区の委員の方からお願いいたします。 

 

○委員（増本 努） ３月７日、地区委員４名にて現地を確認しました。申請地には住宅が建ってお

り、農地への復元は困難であることからやむを得ないと思います。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。本件につきまして、ご意見ご質問がありましたらお願い

します。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご質問もないようでございますので採決いたします。 

議案第73号 非農地証明願について、証明することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 全員の賛成をいただきました。よって、この件につきましては、提出どおり証

明することにいたします。 

 

○議長（山下 忍） 次に議案第74号 非農地の判断について上程いたします。事務局の説明を求め

ます。 

 

（議案第74号 非農地の判断について） 

○事務局（薗田係長） 24ページをご覧下さい。 

議案第74号 非農地の判断について 

下記のとおり農地法第30条第１項の規定による利用状況調査において、「荒廃農地の発生・解消状況

に関する調査要領」及び「農地法の運用について」に基づき、再生利用が困難と見込まれる農地と判

断した土地について、同法第２条第１項の農地に該当しないことを決定するものとする。 

令和７年３月11日提出  島田市農業委員会会長 山下 忍 

件数は４筆です。 

担当から説明します。 

 

○事務局（鈴木会計年度任用職員） 

資料の25ページ及び別添現地調査（非農地判断）１ページから４ページを併せてご覧ください。 

今回、農家台帳に登載されているなかで、農地４筆、合計面積4,782㎡について川根地区の農業委員

と現地確認を行い非農地の確認を行いました。所在地番、地目、面積、所有者については表に記載の

とおりです。 

詳細については別添の現地確認資料にて説明します。現地は、県道63号藤枝天竜線沿いで、塩本茶

農協の南側100ｍのところです。土地所有者の方は令和６年６月に相続にて土地を取得した浜松市在住

の方になり、現在、耕作が放棄され山林化しています。また、今回の非農地判断をするにあたっては、

事前に土地所有者に今後の耕作意思がないことの確認をしております。 

 補足説明を川根地区の委員の方からお願いいたします。 
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○委員（守谷 能精） 現地は、元は茶畑でありましたが、10年以上前から耕作放棄されてきました。

すでに山林化しており、隣接する農地もありません。問題はないと思います。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。本件につきまして、ご意見ご質問がありましたらお願い

します。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご質問もないようでございますので採決いたします。 

議案第74号 非農地の判断について、証明することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 全員の賛成をいただきました。よって、この件につきましては、提出どおり証

明することにいたします。 

 

○議長（山下 忍） それでは、次に議案第75号 農用地利用集積計画について１件を上程いたしま

す。事務局の説明を求めます。 

 

（議案第75号 農用地利用集積計画について） 

○事務局（薗田係長） それでは、26ページをご覧下さい。 

議案第75号 農用地利用集積計画について 

農用地利用集積計画（第12号）について、農業経営基盤強化促進法第18条第１項の規定による決

定の依頼があったので、これを決定するものとする。 

令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 

件数は１件で、所有権移転の１件 畑 55㎡です。 

内容について担当から説明します。 

 

○事務局（石原主事） 

１番案件です。所有権移転をする農地は東光寺の畑１筆55㎡で、譲渡人は東光寺の○○○○さんで

す。利用目的は果樹です。森委員と成岡委員に調整委員として立会いをしていただきました。 

申請地は青地で、譲受人の株式会社○○○○は認定農業者であり、隣接地も耕作していて、今後の

適正な管理も見込まれることから、所有権移転について問題はないと考えます。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見ご質問がありましたら、

お願いします。 

 

○出席委員 （質疑なし） 

 

○議長（山下 忍） ご質問も無いようでございますので、採決いたします。 

議案第75号 農用地利用集積計画についての１件について、決定することにご異議ございませんか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 全員の賛成をいただきました。よって、この47件につきましては、計画書の提
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出のとおり決定することに致します。 

 

○議長（山下 忍） それでは、次に議案第76号 農用地利用集積等促進計画案の意見聴取に対する

回答について65件を上程いたします。事務局の説明を求めます。 

 

（議案第76号 農用地利用集積等促進計画案の意見聴取に対する回答について） 

○事務局（薗田係長） それでは、28ページをご覧下さい。 

議案第76号 農用地利用集積等促進計画案の意見聴取に対する回答について 

農用地利用集積等促進計画案について、農地中間管理事業の推進に関する法律第19条第３項の規定

による意見聴取があったので、異議なしと回答するものとする。 

令和７年３月11日提出 島田市農業委員会会長 山下 忍 

 

件数は65件で、所有権移転はありません。利用権設定については、使用貸借の転貸が45件で 

85,373㎡ 、賃貸借の転貸が20件で 45,619㎡です。それぞれ畑と田の内訳につきましては右に記

載のとおりです。 

内容について担当から説明します。 

 

○事務局（石原主事） 

29ページから30ページをご覧ください。 

１番案件から５番案件は、貸人の記載がなく、公社から借人への配分計画になります。 

年数の内訳としては、２年が３件、16年が２件です。権利の種類は全て使用貸借で、新規設定が３

件、再設定が２件です。 

 

31ページから33ページをご覧ください。 

６番案件から12番案件です。年数の内訳としては、１年が１件、２年が２件、３年が４件です。権

利の種類は、使用貸借が５件で賃貸借が２件です。新規設定が１件で、再設定が６件になります。 

 

33ページから41ページをご覧ください。 

13番案件から35番案件です。５年間の貸借の案件になります。 

権利の種類は、賃貸借が８件で、使用貸借が15件で、新規設定が10件で、再設定が13件です。 

 

41ページから48ページをご覧ください。 

36番案件から54番案件です。年数の内訳としては、７年が３件、８年が16件です。 

権利の種類は、賃貸借が２件で使用貸借が17件、再設定が３件で、新規設定が16件です。 

 

48ページから53ページをご覧ください。 

55番案件から67番案件です。10年間の貸借の案件になります。 

権利の種類は、使用貸借が３件で賃貸借が10件、再設定が１件で、新規設定が12件です。 

 

○議長（山下 忍） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。ご意見ご質問がありましたら、

お願いします。 

 

○出席委員（鈴木 聡） 地域計画を策定したことから、今後は計画に則した貸借になるかと思いま

す。農業振興課とすり合わせをして実行していただけたらと思います。 

 

○議長（山下 忍） ほかにご質問も無いようでございますので、採決いたします。 
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議案第76号 農用地利用集積等促進計画案の意見聴取に対する回答についての65件について、異議

なしとすることでよろしいでしょうか。 

 

○出席委員 （異議なし） 

 

○議長（山下 忍） 委員全員の賛成をいただきました。よって、この65件につきましては、計画書

の提出のとおり異議なしとして回答することに致します。 

 

○議長（山下 忍） 以上をもちまして本日の案件は終了いたしました。これをもちまして、総会を

閉会いたします。 


